


 

琵琶湖から水を汲み上げる過程でできた「びわ湖産の土」からはたくさんの微生物が生まれその力で

ビオトープの水はいつも澄んでいます。 

水は園舎に据え付けている雨水タンクからパイプを引いてウッドデッキの下にある貯水タンクにためてい

ます。水が少なくなると子供たちが手押しポンプを動かして水を汲み上げます。 

初夏のビオトープにはスイレンが咲き始めました。カエルの卵からはオタマジャクシがふ化し、泳ぎ回って

います。卵からふ化する様子を保育室でも見たいと考えて飼育ケースで観察していた子供たちでしたが、

卵からオタマジャクシがふ化してしばらく立ったある日、ケースの水替えをするためにビオトープをのぞいて

一言、「でっかーー！」。飼育ケースのオタマジャクシよりも１．３倍は大きいであろうビオトープのオタマジャク

シを見てびっくりしたのでした。 

「同じ日に生まれたのになんでこんなに違うんだろう」「たくさん泳げるからかな」「住み心地がいいのか

も…」「あ、そうや、去年の大きい組さんがが『ビオトープの水はすごいねんぞ』って言ってたわ！」子供たち

は日々の暮らしの中で、たくさんの自然に出会い不思議を感じ、想像を広げています。 

保護者の皆様に手伝っていただき、子供たちと共に作ってから 1年半。成長したビオトープはようやく

『自然界』に認めてもらえたような気がします。これからも大切に育てていきたいと思います。 
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